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Ⅱ研究の全体計画

第１年次（平成１年度）

1．研究組織の確立

２．研究計画（研究の目的、方針）の作成

３．研究愉報、資料の収集、先進校視察

４．現行教育課程における生徒の実態調査の実施

５．総合教科の基本柵組：実施学年・内容・方法・参加教科の決定

６．本校の研究計画の方針等についての保護者、学外者の意見の集約

７．第２年次のための年間指導計画案の作成

８．第１年次の研究報告書の作成

第２年次（平成２年度）

1．第１年次の報告轡の作成

２．新カリキュラムの実施細案の作成

３．新カリキュラムの一部実施

総合教科く奈良学＞の実施：中学３年生を対象に実践（マニュアルの作成）

４．総合教科く環境学＞の指導計画（内容と方法）の作成

５．第２年次の実践上の諸問題の検討

６．現行教育課程における生徒の実態とその分析

７．第３年次のための年間指導計画案の作成（概要）

８．第２年次の研究報告醤（新カリキュラムについて）の作成

第３年次（平成３年度）

１．第３年次のための年間指導計画の実施

２．総合教科の実施・評価と次年度の総合教科の指導計画の作成

３．第３年次の実践上の諸問題の検討

４．現行教育課程における生徒の実態調査報告書

５．次年度のための年間指導計画案の作成

６．研究発表会の開催：＜奈良学＞＜環境学＞の公開授業

７．第３年次（総合教科について）および３年間の研究報告書の作成

Ⅲ・研究組織

（１）研究組織図
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(2)研究担当者

カリキュラム委貝中尾博一（教務）松本博史（研調）

研究推進委員

Ｉ年次

研究調査部松本博史（数）中道貞子（理）

紋科野沢省三（国）加藤勇（英）

奈良璽幸（保体）上浦一道（技）

研究開発担当松本博史

２年次

研究調査部松本博史（数）中道貞子（理）

教科芳村昭男（国）加藤勇（英）

波辺幸子（保体）上浦一道（技）

研究開発担当松本博史

３年次

研究調査部松本博史（数）中道貞子（理）

教科芳村昭男（国）加藤勇（英）

渡辺幸子（保体）上浦一道（技）

中道貞子仲光雄

勝山元照（社）吉沢榮敏（芸）

原田美知子（家）

勝山元照（社）吉沢榮敏（芸）

原田美知子（家）

長谷川淑子（社）吉沢榮敏（芸）

原田美知子（家）

研究開発担当松本博史

(3)迎営指導委員会

氏名釛務校

小谷稔元奈良工業高等専門学校

落合豊行奈良女子大学理学部

Ⅲ松敬一奈良教育大学教育学部

森井実奈良県立奈良高等学校

梁瀬度子奈良女子大学家政学部

岡俊博奈良教育大学教育学部

吉田幸子奈良女子大学文学部

鈴木良立命館大学産業社会学部

丹羽助昭奈良女子大学文学部

小川澗彦奈良教育大学教育学部

総合教科

松井春満奈良女子大学文学部

山田界奈良女子大学文学部

杉蝿英懲奈良女子大学文学部

環境教育協力者

菊池るみ子高知大学教育学部

当
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国語教育

幾何学

数学教育

生物教育

生活環境学
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